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まえがき 

 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及

び利用者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な要

件を「標準規格」として策定している。 

「技術資料」は、国が定める技術基準と民間の任意基準を取りまとめて策定される標準規格を踏

まえて、無線設備、放送設備の適性品質、互換性の確保等を図るため、当該設備に関する測定法、

解説、運用上の留意事項等を具体的に定めたものであり、策定段階における公正性及び透明性を確

保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及

び利用者等の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 
本技術資料は、デジタルテレビ放送における平均ラウドネス値及びトゥルーピーク値による運用

基準についての技術要件を取りまとめたものである。 

従来、テレビ放送の番組間あるいは放送局間の音の大きさのばらつきが、視聴者の快適な視聴を

阻害する要因として問題となっていた。これまでも VU メータによるレベル規制や、各放送局独

自のルールなどで運用を行ってきたが、根本的な解決には至っていない。 

アナログ放送では、音声の過変調が映像に影響を及ぼすことのないように、送出系にレベルを抑

制する機器を挿入することが必須であり、結果として音の大きさのばらつきは抑えられていた。 

一方、デジタルテレビ放送では、このような音声レベルを抑制する機器を用いずに送出するのが

原則となっており、高音質な放送が可能である反面、音の大きさのばらつきが顕在化しやすいとい

う特徴がある。2011 年 7 月 24 日をもって地上アナログ放送が終了し、地上テレビ放送及び BS テ

レビ放送のすべてがデジタル化されるが、これを機に音の大きさのばらつきが更に拡大することが

懸念されている。 

このようなデジタルテレビ放送における音の大きさのばらつきに関する問題は、日本国内に留ま

らず国際的にも課題となっており、人間の感覚により近いラウドネスを用いた規制が進められてい

る。既に ITU-R（国際電気通信連合・無線通信部門）では「ラウドネス測定アルゴリズム」及び

「デジタルテレビ放送用番組の国際交換におけるラウドネス運用規定」を勧告しており、ATSC

（米国次世代テレビシステム委員会）や EBU（欧州放送連合）においても、同様の規定が策定さ

れている。 

日本においても、デジタルテレビ放送に適した音声レベルの規定が望まれており、本技術資料の

策定に至ったものである。 

 
本技術資料が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者、利用者等に積

極的に活用されることを希望する。  
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